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資料１

研究組織 

 

 ＳＳＨ運営指導委員会  

   構成：大阪府教育委員会・大阪府教育センター・大学関係者等 

   ・ＳＳＨ研究開発事業に対して、専門的な見地から指導・助言・評価を行う。 

 ＳＳＨ企画委員会    

   構成：校長・教頭・首席・ＳＳＨ研究開発委員長・ＳＳＨ予算委員長 

    教務主任・進路指導主事 

 ・ＳＳＨ事業に関わって、学校運営に関係する全般的・総合的な内容を担当する。 

  ＳＳＨ研究開発委員会  

   構成：理科教員・数学科主任・英語科主任・その他必要な教員

   ・ＳＳＨ研究開発の企画・推進・調整等を行い、必要に応じて校務分掌の各係、委員会や学年会等

と連携する。 

・ＳＳＨ教育課程について、ＳＳＨ実施の評価・分析、ＳＳＨ研究開発の報告などを担当する。 

・ＳＳＨの諸事業の綿密な計画と実施を担当する。 

・新設した学校設定科目の教材開発や計画の立案、大学や企業等連携、諸機関との打ち合わせ、予

算に関する調整、生徒への説明・連絡、校内発表・校外発表の企画などを担当する。 

（２）経理組織 

 ＳＳＨ予算委員会    

   構成：校長・教頭・事務長・主査・ＳＳＨ研究開発委員長

   ・ＳＳＨ研究開発事業に対する備品・消耗品、講師謝礼金、その他の経費について、企画・調整を

行い、計画的な運用を実施する。 

・事業経費総括案の作成、物品購入時の入札資料作成、事業経費報告書等の作成なども担当する。 

（３）組織図 
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資料２ 

ＳＳＨ事業の各取組の流れ 

 

１年次

全教科、全行事

幅広く学習し、

総合的な学力を
身につける

探究基礎 対象：文理学科から希望者

<科学の学びのはじまりは、いつも感動から！>

・科学的態度を養うためのプロセス・

スキルの育成

・わかりやすく伝えるための力の育成
先行研究
２年次の課題

研究の先取り

SSH行事
ｻﾏｰｽｸｰﾙ

ｳｨﾝﾀｰｽｸｰﾙ

自然科学

講演会

研究室見学

２年次

３年次

課題研究 対象：文理学科の理科の生徒

<科学の発見の喜びは、いつも手の中から!>

・少人数ゼミ学習(物理･化学･生物･地学･数学）

・発表会を通してプレゼン力・質問力の向上

・大学企業の研究者に指導してもらう

自ら学び考える 計画する 実験技能up プレゼン 質問力

研修旅行
<最先端の研究

知識を吸収>

物理研修旅行

化学研修旅行

生物研修旅行
地学研修旅行

理数 哲学 落語 英語 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

全教科、全行事

幅広く学習し、

総合的な学力を
身につける

S
S
理
数
物
理
・
S
S
理
数
化
学
・
S
S
理
数
生
物
・
地
学
等

全教科、全行事

幅広く学習し、

総合的な学力を
身につける

課題研究’
対象：文理学科の理

科から希望者

・２年での研究をさら

にブラッシュアップさ

せる！

研究への情熱 継続力

SSH校との連携
全国SSH校との交流

大阪府ｻｲｴﾝｽｽｸｰﾙﾈｯﾄﾜｰｸ

Project X around TOYONAKA
地域企業と連携した科学体験学

習、工場見学等

科学系部活動
電気物理研究部

生物研究部

サイエンスクラブ

科学ｵﾘﾝﾋﾟｯｸに

ﾁｬﾚﾝｼﾞ!!
国際生物学ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ

等に参加

ｻｲｴﾝｽｷｯｽﾞ
小学生向けの出

張科学実験教室

※生徒が講師役

ｻｲｴﾝｽｼﾞｭﾆｱ
中学生向けの出

張科学実験教室

※生徒はｽﾀｯﾌ

ｻｲｴﾝｽｾﾐﾅｰ
本校生徒向けの

科学実験教室

土曜講座で実施

全学年対象

国際的に活躍でき、日本の科学技術をリードする人材
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資料３

第１学年文理学科 教育課程表 

  

入学年度

類型

学年 Ⅰ Ⅱ Ⅲ 計 Ⅰ Ⅱ Ⅲ 計 Ⅰ Ⅱ Ⅲ 計

　科目　　　　学級数 4 4 4
国語総合 5 5 5
現代文 2 2 2 2 2 2
古典 3 2 2 2 2 2
（学）国語演習 3
世界史Ａ 2 2
世界史Ｂ 3 ・4 ・
日本史Ａ

日本史Ｂ ♯3 ・4 ・4
地理  Ａ 2 2
地理  Ｂ ♯3 ・4 ・4

現代社会 2 2 2
倫理

4

・2 ・2
政経 ・2 ・2
数学Ⅰ

数学Ⅱ 4
数学Ⅲ

数学Ａ

数学Ｂ 2
 (学)数学演習 5
化学Ⅰ $2
化学Ⅱ ◇3
生物Ⅰ $2
生物Ⅱ ◇3
地学Ⅰ $2
地学Ⅱ ◇3

体育 2 3 2 2 3 2 2 3 2
保健 1 1 1 1 1 1
音Ⅰ美Ⅰ書Ⅰ 2 2 2
音Ⅱ美Ⅱ書Ⅱ

英語Ⅰ
英語Ⅱ 3 3
ライティング 3 2 3 2
リーディング 4 4

家庭基礎 2 2 2

（学）国際情報 2 2 2
（学）世界史詳論 ・4
（学）日本史詳論 ・4
（学）地理詳論 ・4
（学）公民リテラシー ・4

理数数学Ⅰ 6 6 6
理数数学Ⅱ 6 6
理数数学探究 7 7
（学）SS理数物理 2 2 ♯3 ◇4 2 ♯3 ◇4
（学）SS理数化学 2 2 2 4 2 2 4
（学）SS理数生物 2 2 ♯3 ◇4 2 ♯3 ◇4
（学）ＳＳ探究基礎 +1 +1 1
（学）SS課題研究Ⅰ 1  1
（学）SS課題研究Ⅱ +1
（学）SS課題研究Ⅲ +1
総合英語 6 6 6
異文化理解 2
英語表現 3 3
英語理解 4
課題研究 1

（学）アドバンストⅠ +1 +1 +1
（学）アドバンストⅡＡ +1 +1 +1
（学）アドバンストⅡＢ +1 +1 +1
（学）アドバンストⅢＡ +1 +1 +1
（学）アドバンストⅢＢ +1 +1 +1

学
特別
授業

（学）大学の開講する各講座名 +1 +1 +1 +1 +1 +1

32～34 31～34 32～34 95～102 32～34 32～35 31～33 95～102 32～34 32～35 31～33 95～102
特別活動 ホームルーム活動 1 1 1 3 1 1 1 3 1 1 1 3

1 1 2 1 1 2 1 1 2
34～36 33～36 33～35 100～107 34～36 33～36 33～35 100～107 34～36 33～36 33～35 100～107

$2から1科目 #3から1科目 ・4から1科目選択。 #3から1科目 ・4から1科目選択。

選択。 ◇3から１科目選択。 選択。 ◇4から1科目選択。 選択。 ◇4から1科目選択。

♯3から1科目 ただし，◇3は2年次

選択。 Ⅰ履修科目より選択。

ただし，◇4は2年次

アドバ
ンスト

理数

+5 +5

41
42
43

総計

教科・科目の計

総合的な学習の時間

ただし，◇4は2年次

・4から各2科目選択

2

6

13

19

2

10

2家庭

外国語

2

9

5

11

9

2

履修科目より選択。

備考

8

12

平成２３年度
文科 理科（ＳＳＨコース）

13

2

2
6

9

公民

保体

2
2
6

英語

6

理科

13

8地歴

教科

17国語

（入学年度別，類型別，教科・科目等単位数）

履修科目より選択。

芸術

数学

理科

グロー
バル

12

2

2

40
41

6

+5

学

専

専

専
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資料３ 

  第２学年 教育課程表 

入学年度
類型
学年 Ⅰ Ⅱ Ⅲ 計 Ⅰ Ⅱ Ⅲ 計

　科目　　　　学級数 9 9
 国語総合 4 4
 現代文 3 2 3 2
 古典 3 2 3 2
 古典講読 3
 世界史Ａ 3 2
 世界史Ｂ ・6 ・4
 日本史Ａ 2
 日本史Ｂ ・6 ・4
 地理  Ａ 2 2
 地理  Ｂ ・6 ・4
 現代社会 2 2
 倫理 *2 ・4   2
 政治・経済 *2       2
 数学Ⅰ 3 3
 数学Ⅱ 4 2 4 ★4
 数学Ⅲ ★4
 数学Ａ 2 2
 数学Ｂ 2 2
 数学Ｃ △2
(学)数学演習 △2
 理科総合Ａ

 理科総合Ｂ 2 2
 物理Ⅰ 2 2
 物理Ⅱ

 化学Ⅰ #4
 化学Ⅱ ◇3
 生物Ⅰ #4
 生物Ⅱ ◇3
 地学Ⅰ #4
 地学Ⅱ ◇3
 (学) SS物理Ⅰ ・3
 (学) SS物理Ⅱ ◇4
 (学) SS化学Ⅰ 4
 (学) SS化学Ⅱ 4
 (学) SS生物Ⅰ ・3
 (学) SS生物Ⅱ ◇4
 体育 2 3 2 2 3 2
 保健 1 1 1 1
 音Ⅰ/美Ⅰ/書Ⅰ 2 2
 音Ⅱ/美Ⅱ/書Ⅱ 2 2

 オーラル・コミュニケーション Ⅰ 3 3
 英語Ⅰ 3 3
 英語Ⅱ 3 3
 リーディング 4 3
 ライティング 2 3 2 2
 家庭基礎 2 2

 情報Ａ 2 2

（学）大学の開講する各講座名 +1 +1 +1 +1
（学）探究基礎 +1 +1 +1 +1
（学）課題研究 +1 +1 +1 +1

32
32
33

29
93
94

32
32
33

29
93
94

特別活動 ホームルーム活動 1 1 1 3 1 1 1 3
3 3 3 3 『総合』

33
34

33～35 33
99～
102

33
34

33～35 33
99～
102

#4から1科目 ・3から1科目

選択。 選択。

（入学年度別，類型別，教科・科目等単位数）

平成２２年度

備考
教科

文系 理系

国語 17 14

地歴 13 4・8

公民 4 2・6

数学 13 17

理科 11 19

保体 9 9

芸術 4 4

英語 18 16

家庭 2 2

情報 2 2

学
特別授業

教科・科目の計

総合的な学習の時間

総　　　　計

選択の方法

*2および・6から各々 △2から１科目選択。

１科目選択。 ・4から１科目選択。

◇3から１科目選択。 （ただし倫理・政経を

ただし，◇3はⅠ履修 選択する場合は，

ただし，◇4はⅠ履修

科目より選択。

科目より選択。 併せて選択。）

★4から１科目選択。

◇4から１科目選択。
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  第３学年普通科 教育課程表 

 
（

入学年度
類型
学年 Ⅰ Ⅱ Ⅲ 計 Ⅰ Ⅱ Ⅲ 計

　科目　　　　学級数 8 8
 国語総合 4 4
 現代文 3 2 3 2
 古典 3 2 3 2
 古典講読 3
 世界史Ａ 3 2
 世界史Ｂ ・6 ・4
 日本史Ａ 2
 日本史Ｂ ・6 ・4
 地理  Ａ 2 2
 地理  Ｂ ・6 ・4
 現代社会 2 2
 倫理 *2 ・4   2
 政治・経済 *2      2
 数学Ⅰ 3 3
 数学Ⅱ 4 2 4 ★4
 数学Ⅲ ★4
 数学Ａ 2 2
 数学Ｂ 2 2
 数学Ｃ △2
(学)数学演習 △2
 理科総合Ａ

 理科総合Ｂ 2 2
 物理Ⅰ 2 2 ・3
 物理Ⅱ ◇4
 化学Ⅰ #4 4
 化学Ⅱ ◇3 4
 生物Ⅰ #4 ・3
 生物Ⅱ ◇3 ◇4
 地学Ⅰ #4
 地学Ⅱ ◇3
 体育 2 3 2 2 3 2
 保健 1 1 1 1
 音Ⅰ/美Ⅰ/工Ⅰ/書Ⅰ 2 2
 音Ⅱ/美Ⅱ/工Ⅱ/書Ⅱ 2 2

 オーラル・コミュニケーション Ⅰ 3 3
 英語Ⅰ 3 3
 英語Ⅱ 3 3
 リーディング 4 3
 ライティング 2 3 2 2
 家庭基礎 2 2

 情報Ａ 2 2

学
特別授業

（学）大学の開講する各講座名 +1 +1 +1 +1

32
32
33

29
93
94

32
32
33

29
93
94

特別活動 ホームルーム活動 1 1 1 3 1 1 1 3
3 3 3 3 『総合』

33
33
34

33
99
100

33
33
34

33
99
100

#4から1科目 ・3から1科目

選択。 選択。

科目より選択。

★4から１科目選択。

◇4から１科目選択。

選択する場合は，

科目より選択。 併せて選択。）

ただし，◇4はⅠ履修

ただし，◇3はⅠ履修

△2から１科目選択。

１科目選択。 ・4から１科目選択。

◇3から１科目選択。 （ただし倫理・政経を

教科・科目の計

総合的な学習の時間

総　　　　計

*2および・6から各々

選択の方法

家庭 2 2

情報 2 2

芸術 4 4

英語 18 16

数学 13 17

保体 9 9

理科 11 19

地歴 13 4・8

公民 4 2・6

備考
教科

文系 理系

国語 17 14

入学年度別，類型別，教科・科目等単位数）

平成２１年度

資料３

- 107 - 
 



資料４ 

運営指導委員会の記録 

第１回運営指導委員会と第２回運営指導委員会の概要を以下に記す。 

 

１．運営指導委員会参加者一覧（敬称略） 

運営指導委員 所  属 第１回 第２回 

横山 強 大阪府教育委員会事務局教育振興室高等学校課首席指導主事 × ○ 

井上 隆司 大阪府教育委員会事務局教育振興室高等学校課主任指導主事 ○ × 

東  秀行 大阪府教育委員会事務局教育振興室高等学校課指導主事 × ○ 

広瀬 祐司 大阪府教育センター教育課程開発部理科教育研究室指導主事 ○ ○ 

辻川 義弘 大阪府教育センター教育課程開発部理科教育研究室指導主事 ○ ○ 

大和谷 厚 大阪大学大学院医学系研究科教授 ○ ○ 

岸本 忠史 大阪大学大学院理学研究科教授 × ○ 

梶本 興亜 教育ボランティア－けやきの会代表理事・京都大学名誉教授 ○ × 

山重 和洋 豊中市立第三中学校校長 × ○ 

服部 宏仁 豊中市立大池小学校校長 × × 

 

指定校 職  名 第１回 第２回 

髙橋 克夫 校長 ○ ○ 

岡田 憲玄 教頭 ○ ○ 

上久保 真里 理科（生物・化学）・ＳＳＨ研究開発委員長 ○ ○ 

高倉 俊一 理科（物理）ＳＳＨ研究開発副委員長 ○ ○ 

阪本 政行 理科（生物）ＳＳＨ課題研究係 ○ ○ 

西野 誠一 理科（地学）ＳＳＨ課題研究係 × ○ 

氷高 草多 理科（物理・地学）課題研究係 ○ × 

堀田 暁介 理科（物理）ＳＳＨ広報係 ○ ○ 

 

２．第１回ＳＳＨ運営指導委員会の記録 
（１）日程 平成２３年８月３０日（火） 

１３：３０～         受付（本校玄関） 

１４：００～       課題研究発表会見学 

１５：５０～１７：００  第１回運営指導委員会（校長室） 

（２）運営指導委員会次第  司会：教頭 

①挨拶 教育委員会、校長 

②出席者自己紹介 

③豊中ＳＳＨ事業 今年度の取組について 報告者：上久保教諭、堀田教諭 

④質疑応答・協議 

⑤指導助言 

（３）運営指導委員会の概要 

 ①挨拶 

  (a)井上主任指導主事 

・豊中高校がＳＳＨ生徒研究発表会において「ポスター発表賞」を受賞したことは、たいへん喜ばし

いことで、ＳＳＨ２年目を迎えてますます充実した取組みをされていると思う。 

  (b)髙橋校長 

   ・ＳＳＨに取り組む中で生徒のモチベーションアップを狙う。 
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資料４

   ・いろいろな分野で活躍する人材を育てたい。高い目標を達成するために皆さんのご指導をいただきた

い。 

②略 

③本校ＳＳＨ研究開発委員長の上久保教諭から、プリント資料、パワーポイントを用いて、豊中高校のＳ

ＳＨの実施状況や今後の課題についての説明を行った。 また、堀田教諭から「シンガポール インタ

ーナショナル サイエンス チャレンジ」視察の報告を行った。 

④⑤協議、指導助言 

 ・立ち上げて１年少しでここまでになるのは凄い。また、科学哲学をきっちりやっていることが素晴ら

しい。 

 ・海外に提携校を持って、遠隔会議などでのやり取りの中で英語を伸ばしてはどうか。 

 ・豊中の英語の授業はどんな感じか。→今年度から、外国人英語指導員が２名配置となり、少人数展開

授業を増やして、表現力向上に努めている。 

 ・理科の授業の一場面でも英語を使って教え合うというようなことも考えられる。 

 ・ＳＳＨを通じて物理、化学、生物、地学の全科目に触れさせないと力がつかない。 

 ・英語を使う機会を設定してほしい。 

 ・２年目以降の展開で大切なのは、生徒をいかにその気にさせるかである。  

・発表者17名の熱意があまり感じられない。生徒を夢中にさせる工夫がいる。 

 ・生徒の意欲を上げる方法はどんな前例があるか。→ある高校でも最初は豊中と同じであった。継続的

に数年やっていく中で、先輩の研究を見て改良を重ねていくようになる。自分で考え、自分で試行錯

誤する中で熱意も出てくる。 

 ・生徒を良い意味でほったらかして、あたかも生徒が発見したように導く。 

 ・英語力、発表力向上のために、留学生センターをぜひ使ってください。 

 ・ＳＳＨの取組全般については、教員は良くやっていると思う。 

 

３．第２回ＳＳＨ運営指導委員会の記録 
（１）日程 平成２４年３月１０日（土） 

１２：３０～         受付（本校玄関） 

１３：００～       先行研究発表会見学 

１５：２０～１６：４０  第２回運営指導委員会（校長室） 

（２）運営指導委員会次第  司会：教頭 

①挨拶 教育委員会、校長 

②出席者自己紹介 

③豊中ＳＳＨ事業今年度の取組と来年度の予定について 報告者：上久保教諭 

④質疑応答・協議 

⑤指導助言 

（３）運営指導委員会の概要 

  ①挨拶 

  (a)横山首席指導主事 

・豊中高校のＳＳＨ事業は来年度３年目となり、研究成果を内外に発信してください。今後の課題と

して、英語によるコミュニケーション力の向上があげられる。また、来年度は中間ヒアリングがあり、

確かなビジョンを策定していってください。 

  (b)髙橋校長 

   ・先程見てもらった１年生の先行研究発表に加えて、この後紹介する今年度と来年度のＳＳＨ事業につ

いて、ご指摘、ご指導を様々いただき、今後の取組に活かしたいと考えています。 
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資料４ 

②略 

③（研究発表の感想） 

・楽しく研究に取り組んでいることがよくわかる発表だった。プレゼンの方法、特に原稿の読み方等に

ひと工夫ほしい。 

・発表を見ていると、楽しくやっているのがよくわかる。 

・生徒が生き生きしており、校外にも良い波及効果を及ぼしている。 

・最近の生徒は、褒めて伸ばすことが効果的になっているようだ。 

・コミュニケーション力などを、義務教育の中でも身につけさせる必要がある。 

・前回の研究が改善されている。今後の発展に期待できる。 

④⑤協議、指導助言 

・来年度の課題研究は約７０人と聞いたが、その多くの人数をどうやって指導していくのか。→理科等

の教員が１０人以上で行い、１人の教員が２グループを持つことも視野に入れている 

・他校の例で言うと、先生の専門を先に出して、それを生徒に提示する方法がある。また、科学系のク

ラブ活動につなげていく方法もある。「クラブ活動の活発化」も大切な項目である。→極力、生徒がや

りたいことをやらせたい。 

・先生の負担の問題もあるが、生徒を伸ばすという共通認識が持てればよい。 

・発表会は、全校で聞かせるなどの機会を設けてはどうか。発表する生徒は、規模に応じた対応ができ

るはずである。 

・４年目以降、ＳＳＨに参加した卒業生の追跡調査があるので、調査の体制を整える必要がある。また、

大学の選び方として、「この研究がしたいから」となれば素晴らしいと思う。 

・中間成果発表会のやり方はどうか。 

・他校では、全員がポスターと口頭両方で実施している。場所は、大学等の外部を使うのも考えてはど

うか。 

・生徒は場所で気持ちの持ちようが変わる。 

・来年の２年生においては、文理学科では文科と理科がほぼ半数ずつで、普通科は理系が多いという状

況である。文理学科で思ったほど理科が増えなかったのは、課題研究がたいへんであるというのがあ

るかもしれない。 

・大学に入ってからスムーズに研究ができることを念頭に置いてほしい。学校の教科科目を受験勉強だ

けに役立つという視点だけではいけない。 

・先程の卒業生の追跡調査は、府教委がとりまとめをしてはどうか。大学側としてはその方がありがた

い。 

・文理学科と普通科では、「大学に行って何がしたいか」の答えが違うのではないか。ＳＳＨでつけてや

りたい力を見る評価の仕方を検討する必要がある。定期試験問題から見直すことも考えられる。 

・大学でも高校でも、基本的な勉強と研究については、どちらかだけではいけない。どちらも大事にし

なければならない。 

・先日の英語でのプレゼン研修の成果はどうか。→今日の発表ではあまり成果が上がっていない。 

・英語のプレゼン研修の中には、留学生とのコミュニケーションがあったそうだが、どうだったか。→

準備した問いには対応できたが、様々な質問には苦労していた。 

・過去にあった地学部はどうなったか。→自然消滅したようだ。また、現在活動している電気物理部の

中心は、文系生徒である。これはＳＳＨをはじめとする多様な研究や活動を広めるには良いと考えて

いる。文系理系の橋渡しになる。 
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資料５

                                

                                              （大阪府立） 豊中高等学校 

                        安藤 理 大東佑汰 宅間義貴 稲葉成俊 

 

音の研究―印象と波形― 

 

 

１．目的 

  黒板をひっかいた時の音に代表される不快な音と、人に心地よいと感じる音の違いを物理的に確かめ、

不快度の公式を導き出す。 

２．方法 

  音のサンプルを集め、PCソフトで音の波形、周波数スペクト

ル、時間経過に伴う変化などの特徴を調べる。また、特定の波

長域の強度を増減して、音の印象の変化を調べる。 

３．結果 

  音量が増すほど、より不快に感じることが分かった。不快音

には高音域のエネルギーが大きい傾向が見られた。また、高音

域のスペクトルを分析し、音を３種類に分類した結果、楽器の

音(下)とハウリング（上）や黒板をひっかいた音が同じ種類に

分類された。相互を比較すると、両者とも倍音が含まれていた

が、不快な音ほど基本音の周波数が高く、整数倍音のエネルギ

ーが基本音に比べて減少しにくい傾向にあった。 

４．考察・結論                     

  音量が大きく、高音域にエネルギーが大きいと不快に感じる理由としては、人の耳に与える影響が大き

いからだと思われる。また、一般に、倍音が含まれている音は、心地よいと言われているが、今回の研究

により、そうでない音があることも分かった。この違いは、基本音の周波数と整数倍音の含まれ方の違い

によるものだと思われる。 

５．課題 

今回は、時間経過に伴う変化に関しては、詳しく調べられなかったので、今後研究していきたい。また、

不快な音も何度も聴いていると、不快でなくなることから、「慣れ」ということについても調べる必要があ

る。 

６．参考文献 

  使用ソフト Sound Engine（フリーソフト） 
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資料６ 

探究基礎アンケート 
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資料７ 

①

泊 日

その他( ）

名 名 名

⇒詳細は別紙

その他(　　　　　　　　)

⇒詳細は別紙

⇒詳細は別紙

⇒詳細は別紙

⇒詳細は別紙

円 内訳（ ）

【添付資料】①行程表
　　　　　　②生徒向け募集案内
　　　　　　③参加者名簿

【注意事項】

　①ＪＳＴへの予算要求の参考資料として作成するものですので、漏れなくかつ詳細に記入下さい。

　②実施５５日前(100万円超の場合は90日前)までに提出して下さい　⇒　SSH主担

消 耗 品

入 場 料

その他必要物品

備　　考

生徒負担金

宿泊有無

移動手段

講師依頼

実施場所／訪問先

E-mail

⇒詳細は別紙

～

募集学年

募集範囲

参加人数

実施日時

男 女 合計

SSH校外学習・セミナー等実施 事前調査表

件　　名

担 当 者

引率教員

３年 全学年２年１年

希望者ＳＳＨのみ その他

あり なし

貸切バス 電車 移動なし

あり なし

あり なし

あり なし

あり なし
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資料７

②

【訪問先①】 訪問日

〒

TEL FAX

(所属)

【訪問先②】 訪問日

〒

TEL FAX

(所属)

【訪問先③】 訪問日

〒

TEL FAX

(所属)

【訪問先④】 訪問日

〒

TEL FAX

(所属)

【訪問先⑤】 訪問日

〒

TEL FAX

(所属)

住　　所

実施場所・訪問先情報

施設名称

住　　所

電話・ＦＡＸ

担当者氏名・所属

備　　考

施設名称

電話・ＦＡＸ

電話・ＦＡＸ

担当者氏名・所属

備　　考

施設名称

住　　所

担当者氏名・所属

備　　考

施設名称

住　　所

電話・ＦＡＸ

担当者氏名・所属

担当者氏名・所属

備　　考

備　　考

施設名称

住　　所

電話・ＦＡＸ
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資料７ 

③

※宿泊施設が決まっていない場合は、「○○周辺」と記入してください。

【宿泊先①】

〒

TEL FAX

【宿泊先②】

〒

TEL FAX

【宿泊先③】

〒

TEL FAX

【宿泊先④】

〒

TEL FAX

～

備　　考

宿泊先情報

施設名称

住　　所

電話・ＦＡＸ

宿 泊 日

担 当 者

～

備　　考

電話・ＦＡＸ

宿 泊 日

施設名称

担 当 者

住　　所

～

備　　考

担 当 者

宿 泊 日

施設名称

住　　所

電話・ＦＡＸ

住　　所

電話・ＦＡＸ

備　　考

～

担 当 者

宿 泊 日

施設名称
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④

〒

名 名 名

名 名 名

名 名 名

〒

名 名

名 名

名 名

選　定　理　由　書

宿　泊　日

宿　泊　先

施設名

住　所

電　話 ＦＡＸ

名

～

宿　泊　日

宿　泊　先

施設名

住　所

電　話

選 定 理 由

生　徒

教　員

合　計

宿 泊 人 数

男 女 合　計

選 定 理 由

宿 泊 人 数

小　計 男 女

生　徒 男 女

教　員 男 女

合計

～

ＦＡＸ

宿泊施設を指定する場合は、この『選

定理由書』も記入してください。

宿泊施設を指定する場合は、この『選

定理由書』も記入してください。
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資料７ 

⑤

※講師職名および講義時間数は謝金算出の基礎データとなりますので、必ず記入してください。

【講師①】

～ 時間

〒

(出発地) (到着地)

〒

【講師②】

～ 時間

〒

(出発地) (到着地)

〒

講義タイトル

講義内容

講　師　情　報

実施日時

講義場所

講師氏名 (所属) (職名)

講師住所

謝金・日当

所 属 長 (所属) (職名）

所属長住所

講義タイトル

実施日時

講師氏名

交 通 費

備　　考

謝金・日当

講義内容

(所属) (職名）

交 通 費

所 属 長

所属長住所

備　　考

(所属) (職名)

講師住所

講義場所

自宅 勤務先

謝金謝金 日当日当

要要 不要不要

自宅自宅 勤務先勤務先

謝金謝金謝金謝金 日当日当日当日当

要要要要 不要不要不要不要
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⑥

No

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

その他の必要物品

品　　　名 数　量 備　　　考

消　　耗　　品

品　　　　名 メーカー 型　　番 数量 備　考

今回の実施に伴い、購入が必要な物

品があれば記入して下さい。

今回の実施に伴い、現地で賃

借する物品等があれば記入し

て下さい。
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⑦

施設入場料

日付 施　設　名　等 金　額 人数 経費負担先

生徒 JST

生徒 JST

生徒 JST

生徒 JST

生徒 JST
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資料８

物品購入依頼書 

 

平成 年 月 日

月 日（ ）

その他（　　　　　　　　　）

SSH物品購入依頼書

教科 担当者 納入希望日

使用目的

品　名
メーカー

単価 数量 合計金額 備　考
品番・型番

2 0

1 0

4 0

3 0

6 0

5 0

8 0

7 0

10 0

9 0

12 0

11 0

合計金額 0

14 0

13 0

探究基礎 先行研究 課題研究 SS授業
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